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e ～ lT-Tc･｢V, (1.2)
臨界指数 Z/ と 77をミクロな計算から求めることが統計力学の一つの課題である｡
fluctua.tion-susceptibility関係2'より､例えば帯磁率 x旬 の臨界異常を示す指数 γ はス
ケーリング関係
γ =V (2-符 ) (1.3)






































. '斤 Iとコヒ- ン ス -I～
近似的臨界温度Tc(L)は各クラスタ-平均場近似においてクラスター の外側の効果が中心の
スピン S｡に伝播する度合いを示す feed-back関数 写し(T)が蛙 1をとる点として求まる｡
T｡(L)は真の臨界温度 T｡●の上限になっており
きる6)､
L-0 で T{ に収束することが証明で










冒(L,･Tc(L))- 3(Tc(L))-(ムー A ｡'.
このコヒー レント異常スケーリング3)は､真の臨界指数 γ,A がその古典値 γO,A8より
もそれぞれ大きいならば臨界係数が近似を上げると漸近的に発散する(コヒー レント異常を示す)
ことを意味する｡逆に言えば系統的クラスター近似列を構成し､その係数の変化を見ることから
真の臨界温度 T｡●と臨界指数 γ,A の債が評価できることになる (コヒー レント異常法-C
AM)｡
我々は､CAMにより2次元及び3次元のイジング模型に対して ~㌔●と γ の値を高い精度
で評価することができた819)｡ 2次元動的イジング模型に対してほー図2に示したように近似




























たものと解釈できるIl)｡ 式 (2.4)のセルフ･コンシステンシイ条件は､この tree が無限に
のびたときの定常解をもとめることに (T)Tc仏)では)対応する｡クラスター平均場近似は､
この意味でそれ自身無限和から成る近似体と言える｡クラスター間の相互作用も考慮しているか
らこそ各近似体はそれぞれ相転移･臨界現象を示す｡ゆらぎの効果はクラスター内の自由度を
図4
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正確に取り扱うことにより取り込まれ フラクタルな指数で記述されるスケーリング性は臨界係
数のコヒーレント異常によって表現される｡
無限に広がる相互作用のネットワークと､無限自由度系固有のゆらぎのスケーリング性という
2っの ｢無限｣を分粧して扱おうというCAM理論の試みは､今後より多種の多体問題の解析に
応用される12-14)ことが期待される｡
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